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神 戸 大 学 ― 1頁 

２．大学の将来構想 

（１）研究科の整備と四大学術系列構想 

 神戸大学は、研究大学としての基本的要素を整備す

るために、段階的に大学院改革を進めてきたが、平成

11年度に８研究科の全てに博士課程を完備した。平成

15年度には、神戸商船大学と統合し、我が国最初の海

事科学の研究拠点を構築するとともに、自然科学研究

科の改組を準備している。 

本学では、人文科学から生命科学に及ぶ広範な研究

分野を有する現在の研究教育組織を各分野の学問的

伝統を継承し、「人文・人間科学系列」、「社会科学

系列」、「自然科学系列」及び「生命科学系列」とい

う4つの領域に系列化し、各分野での研究教育の一層

の発展と学際的な新領域の創出を実現しつつある。 

そこで、「生命科学系列」では、自然科学研究科と

医学系研究科との連携を強化する。「自然科学系列」

では、神戸商船大学との統合を行うとともに、これま

での自然科学研究科の理念としてきた「学際性」、「総

合性」を保持しつつ、10の学際的専攻に再編成する。

「人文・人間科学系列」では、文化学研究科、総合人

間科学研究科の連携を強化し、世界の人文・人間科学

の研究教育拠点として更なる整備を図る。「社会科学

系列」では、既に研究大学院として重点化している法

学・経済学・経営学の３研究科の専攻群を世界に冠た

るＣＯＥとして充実するとともに、専門職大学院にお

ける高度専門職業人育成プログラムの整備を図る。 

これらを基盤として、平成13年度に設置した「学術

研究推進機構」の下で、世界のトップレベルにある研

究グループ、特色ある学問分野の開拓を通じて独創

的・画期的な成果が期待できる研究プロジェクトを重

点的に支援し、これを核として国際的に競争優位な学

問分野・研究拠点の数を増大していくことにより、世

界最高水準の大学を構築する。 

（２）特色ある支援体制と研究成果の社会還元 

 「学術研究推進機構」に加え、学生や研究者を国際

的に活躍できるよう育成する立場から「国際交流推進

機構」を設置し、神戸大学と海外諸機関との連携、人

的交流及び研究協力の促進、さらに、海外で展開する

神戸大学の学術的な諸活動を一元的に管理運営し支

援を行う。 

 また、学内の共同研究開発センターを拡充・改組し、

「連携創造センター」を発足させ、外部ＴＬＯ機関等

との緊密な連携の下で国際的意義を持つ研究成果の社

会還元を行う体制をとる。  

（３）学長を中心としてマネジメント体制 

１）学長運営会議と企画調査室 

  学長、副学長（3名）、学長補佐（2名）、事務局長

で構成する学長運営会議を設け、研究教育組織の改編、

研究施設･研究スペースの整備、研究者及び研究支援者

の措置等について基本的戦略を決定する。ＣＯＥ申請

において、研究科を横断する、あるいは研究センター

を中心とした複数専攻からの提案の中から特色ある研

究プログラムを選定した。また、大学運営に必要な基

礎的資料の収集や分析を行うため、企画調査室を設け

ている。 

２）学術研究推進機構 

  部局を超えた学術研究の促進と産学官民連携を展開

するために「学術研究推進機構」を発足させている。

同機構は、学術研究体制の整備・充実、将来発展が見

込まれる研究グループの育成・支援、優れた若手研究

者の発掘・支援等を担う。 

３）研究教育評価機構、国際交流推進機構と国際

学術交流基金 

 神戸大学の教育計画、体制の確立と点検・評価、学

術研究の恒常的な評価とチェックを行うために「研究

教育評価機構」を発足させる。また、「国際交流推進

機構」を平成15年に発足させ、海外諸機関との連携な

ど全学的国際交流を実現する。さらに、本学創立百周

年記念募金をベースに、大学院学生や若手研究者らの

教育・学術研究や国際的な展開を可能とする基金を創

設することとしている。 

４）評価に基づく研究環境の整備 

 自然科学研究科の新築棟では、高い評価を得たプロ

ジェクトのみが新たな研究室を確保できるシステムを

導入している。また、学長の判断により、大型の研究

費を獲得した教官に対してプロジェクトが完了するま

での期間、助手を配置している。 

 

３．達成状況及び今後の展望 

（１）研究科の整備と四大学術系列の充実 
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神戸大学は、「人文・人間科学系」、「社会科学系」、

「自然科学系」、「生命・医学系」の4つの学術系列を

教育研究の柱とするとともに、平成15年10月に神戸商

船大学との統合を実現し、それぞれの学術研究分野の

一層の充実・発展を図るため、これらの学術系列を連

携・融合する学際的な新領域の開拓を全学的に推進し

てきた。こうした基盤の上に、平成18年11月に「神戸

大学ビジョン2015」を策定した。本ビジョンに基づき、

チェンジ、チャレンジ、エクセレンスの段階的なフェ

ーズを経て、2015年までに、グローバル・エクセレン

ス、すなわち世界トップクラスの研究教育の実現を目

指している。 

さらに、四大学術系列の一層の連携と融合を図るた

め、平成19年４月に全ての教育研究分野を学部から博

士課程に至る一貫した教育研究体制に整備し、12研究

科（人文学、国際文化学、人間発達環境学、法学、経

済学、経営学、理学、医学系、工学、農学、海事科学、

国際協力）体制とし、先端融合研究を戦略的に遂行す

る「自然科学系先端融合研究環」を新たに設置した。

また、ＭＢＡや法科大学院などの専門職大学院も整備

している。 

（２）特色ある支援体制と研究成果の社会還元 

事業推進中の21世紀COEプログラム採択拠点を更

に発展させ、重点的に推進するため学長裁量枠定員を

配置するとともに、プロジェクト研究室を措置した。

また、「学内発の卓越した研究プロジェクト」制度

を設け、学長裁量枠定員を重点配置し、神戸大学の

「コア研究」を形成していく研究環境の整備を進め

るとともに、神戸大学独自の「教育研究活性化支援

経費」及び「若手研究者育成支援経費」を投入して、

新たな学術分野の創出を支援している。 

国際的連携については、国際交流推進機構（平成

15年２月設置）に「国際交流推進本部」（平成17年７

月）を設け、国際交流戦略と国際交流支援業務態勢を

強化した。 

研究成果の社会還元については、連携創造センタ

ーを連携創造本部として拡充・改組（平成17年10月）

し、事務支援体制も強化して研究成果の社会還元強化

に努めている。 

（３）学長を中心としたマネジメント体制 

  学長を中心としたマネジメント体制については、法

人化後、学長運営会議を学長を中心とする役員会と

して整備し、また、企画調査室及び研究教育評価機

構（設置予定）を企画室、情報管理室、経営評価室

としてそれぞれ整備した。役員会の下、学術研究推進

機構の中に研究担当理事を室長とする学術研究推進

室を設置、さらに、この学術研究推進室を拡充・改組

して研究担当理事を本部長とする「学術研究推進本

部」（平成19年２月）を設置し、若手研究者育成と

女性研究者育成支援を含む研究推進の基本戦略の具

体化を行っている。推進本部の中に21世紀ＣＯＥ拠点

を支援するＣＯＥ推進委員会を設置しており、今後、

国際交流推進機構、大学教育推進機構（平成17年７月

設置）、男女共同参画推進室（平成19年２月設置）等

との連携を図りながら、さらには神戸大学学術研究ア

ドバイザリーボード（平成19年３月設置）の助言を得

て、各21世紀ＣＯＥ拠点の支援をしていく。 

 また、コンプライアンス室（平成19年４月設置）

により、公的研究費の運営・管理に関する責任と権限

の体系を明確にして、補助金の適正な執行を行うこと

としている。 

 運営費交付金、教育研究活性化支援経費、神戸大

学基金及び外部資金による学内予算措置により次の

事業を組織的に支援する。 

①「教育研究組織の再編」 

②「施設・スペースの整備」 

③「研究者及び教育研究支援者の措置」 

④「革新的な教育研究拠点における有為な若手の

人材育成」 

特に、有為な若手研究者のスタートアップ支援や

研究環境の整備を進めるため学内予算措置により

「キャリア支援」、「研究環境の整備」、「国際的連

携」、「女性研究者支援」等の支援策を講じる。 

また、補助事業終了後の大学としての具体的支援方策

としては、学術研究推進本部を中心にグローバルＣＯ

Ｅとして再構築するとともに、本学の「コア研究」と

して位置付け、引き続き重点的に支援していく。さら

に、学術研究アドバイザーリボードからの助言に基づ

いて、優先的資源配分の対象とする。大学として世界

に誇る研究教育拠点として更に発展させて世界をリ

ードするとともに、優秀な若手研究者を育成して国内

外に輩出し、学術的にも社会的にも貢献する計画であ

る。そのために、学長裁量枠定員を重点配置して教育

研究体制を強化する。優秀な国内外の学生のための奨

学金制度や海外拠点の整備には神戸大学基金を、若手

研究者への研究スペースやスタートアップ支援など

様々な支援には、教育研究活性化支援経費及び若手

研究者育成支援経費を充当する。                 


